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日頃より、私たち東北情報インフラユニオンの活動にご理解とご協力を頂き、誠にありがとう

ございます。厳しい環境の中で、日々現場第一線における安全の確保に向けご努力を頂いている

ことに心から敬意を表します。 

さて、情報労連は厚生労働省が実施する令和 6年度「全国安全週間（2024年 7月 1～7日）」

に先駆け、6月を情報労連「労働安全衛生強化月間」に設定し、安全に対する意識の醸成や安全労

働の徹底を目的に取り組みを展開することとしております。 

なお、取り組みの概要については下記の通りとなります。 

 

《取り組みの基本》 

   労働安全衛生は「組合員・社員の安全と命を守る労働組合活動の根幹」となる重要な 

取り組みとの認識のもと、安全に対する意識の醸成や安全労働の徹底を図る 

《取り組み期間》 

  2024年 6月 1日（土） ～ 6月 30日（日） 

《取り組み内容》 

  ①人身事故撲滅に向けた安全労働の徹底を目的に安全パトロールの実施 

  ②安全意識の醸成を目的とした安全啓発グッズ（冷えピタ）の配布 

インフラ東北としては、東北管内においても昨年度、断続的に事故が発生した現状を重く受け止

め、情報労連「労働安全衛生強化月間」に対して積極的な対応を図ることとします。 

【インフラ東北としての取り組み】 

①労使合同パトロールの実施（安全衛生委員会設置単位） 

   ⇒情報労連各県協と連携を図りつつ、対話を重視した合同パトロールを実施 

②職場等における啓発活動の実施（安全衛生推進会議／安全工法委員会／朝礼 等） 

   ⇒組合役員・分会長が参加し取り組み趣旨の説明を行いつつ、現場第一線で働く 

作業従事者に対する注意喚起を実施 

 

6月以降は梅雨入りとともに湿度・気温の上昇が予想され、熱中症の危険性が一段

と高まる時期となります。こまめな休憩や水分補給を心掛け、体調が優れない場合

は無理をしないように注意するとともに、「決めたことは守り、私たちの職場から

は絶対に事故を発生させない」との意識を作業班全体で共有して頂き、日々皆さん

の帰りを待っている家族のもとへ“笑顔”で帰りましょう！
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通建連合「一斉安全休工日」は、現場第一線で働く一人ひとりの労働負担が一段と高まっている

中で、組合員は勿論のこと現場第一線で働く労働者の心と体の健康管理は基より、リフレッシュを

図り安全労働を確保する観点で 2008年 11 月より取り組んでおり、2024 年度についても昨年

度と同様に年 4回（6月・7月・9月・11月の第 2土曜日）を設定し取り組むこととしています。   

下表は昨年までの直近 5年間の実施結果となります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

年 4回実施となった 2019年以降、読替を含む実施率は年々向上し 100%に近い水準となって

おり、皆様のご協力に感謝申し上げます。目標とする当日実施割合の向上についても徐々に改善が

見られるものの、「業務繁忙」「客先指定」といった理由により読替実施となる方も散見され、第二

土曜日当日での一斉休工には至っていない現状となっています。 

昨年度の結果を踏まえ、今年度についても第 2土曜日当日での実施率向上に向けて、インフラ東

北は通建連合の取り組み趣旨に則り、一人でも多くの仲間が参加できるよう取り組みを行いますの

で皆様の積極的な参加を要請致します。 
 

2024年度一斉安全休工日スケジュール 
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